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「岡山市景観まちづくり賞」は、都市の美化、緑化、環境整備等多様で豊かな環境を活かして、

良好な景観形成や地域の魅力あるまちづくりに寄与した建築物等の建築主等を表彰する制度で

す。令和５年度の表彰作品が決定しましたので、表彰式を行います。 

 

１ 日 時 

令和６年２月２日(金) １０時～１０時４５分 

 

２ 場 所 

岡山市役所 本庁舎３階 第３会議室 

  

３ 内 容 

今年度は応募１０作品の中から、建築物部門３作品が選定されました。表彰は、各建築物の建

築主、設計者及び施工者に対して行っていますが、表彰式では各作品を代表して建築主に大森

市長から表彰を行います。設計者及び施工者に対しては、後日表彰状を送付します。 

 

４ 受賞作品  

 ・北長瀬未来ふれあい総合公園みはらしプラザ（北区北長瀬表町二丁目） 

   建築主：岡山市 

 ・岡山大学共育共創コモンズ（OUX:オークス）（北区津島中三丁目） 

   建築主：国立大学法人岡山大学 

 ・杜の街グレース（北区下石井二丁目） 

   建築主：両備ホールディングス株式会社 

 

※作品の詳細は別添の「令和５年度表彰作品集」にてご確認ください。 

 

 

  

 

 

 

【問い合わせ先】                   
岡⼭市 建築指導課 ⼤森・⾏藤  直通086-803-1444 内線4616 
 

令和５年度岡山市景観まちづくり賞の 

表彰式を開催します 
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城下筋

　 本市では、 景観法に基づき 平成１ ９ 年１ ２ 月に

景観計画を 策定し ています。 都心軸沿道地区の一

つと し て景観形成重点地区と し て指定さ れている

城下筋は、 都心地区の南北方向の外郭を 構成する

都心軸であり 、 街路中央を 走る路面電車と モミ ジ

バフ ウの植栽が特徴的な幹線街路です。 街路沿道

は、 商業・ 業務機能や都市型住宅を 中心に高度利

用化が進展し ており 、 シンフ ォ ニーホールや県立

美術館、 オリ エント 美術館等の文化施設、 中国銀

行や日本銀行岡山支店等の業務施設など、 シンボ

リ ッ ク な建築物がアク セント と なっ ています。

　 また、 屋外広告物モデル地区に指定し ており 、

建物と 一体化し たデザイ ン、 色彩、 設置形態と す

ると と も に、 集合化を 図るなど、 すっ き り と し た

街並み景観を 誘導し ます。（ 岡山市景観計画より ）
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　 令和５ 年度「 岡山市景観まち づく り 賞 表彰作品集」 の刊行を 誠

に嬉し く 思います。

　 岡山市では、 魅力と 活力あふれるまち の実現を めざす中で、「 岡

山市景観条例」 に基づき 、 市民の皆様と 協働し て 、 美し く 風格あ

る 都市景観づく り に取り 組んでおり ます。

　 本賞は、 こ う し た取組の一環と し て 、 良好な景観形成や地域の

魅力ある まち づく り に寄与し た建築物等を 表彰する も のです。 昭

和４ ６ 年度に制定さ れた「 優秀建築物表彰制度」 を 出発点と し て

おり 、 今年度は通算し て５ ０ 回目の表彰になり ます。

　 今回は、 建築物部門１ ０ 点の応募を いただき まし た。 ご応募い

ただいたいずれの作品も 、 良好な地域景観の創造や魅力あふれる

地域社会の発展に寄与する ク オリ テ ィ の高い秀作揃いでし たが、

厳正な審査の結果、 ３ 点を 本年度の岡山市景観まち づく り 賞と し

て選定いたし まし た。 ご応募、 ご推薦を いただいたすべての皆様

に感謝いたし ますと と も に、 受賞さ れた方々には心から お祝い申

し 上げます。

　 岡山市と し まし ては、 今後と も 、 本賞の運営を 通じ て、 市民協

働によ る 景観形成の気運を 高め、 市民の皆様が積極的にまち づく

り に参加いただける よ う 努めてまいり ますので 、 皆様方には、 一

層のご理解と ご協力を 賜り ますよ う お願い申し 上げます。

　 終わり になり まし たが、 岡山市景観審議会委員の皆様を はじ め

と し た関係者の皆様方の温かいご指導と ご協力に心から 感謝申し

上げますと と も に、 こ の作品集が岡山市のさ ら なる 魅力向上の一

助と なる こ と を 祈念し て、 刊行に当たっ てのご挨拶と いたし ます。

岡山市長  大 森 雅 夫
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　 都市の美化、 緑化、 環境整備等多様で豊かな環境を 活かし て良好な景観形成や地

域の魅力ある まち づく り に寄与し た建築物等の建築主等、 設計者及び施工者を 表彰

する こ と によ り 、 市民協働で景観形成の気運を 高め、 美し く 風格のある 景観まち づ

く り を 進める こ と を 目的と し ています。

岡山市景観まちづく り 賞

（ 1 ） 建築物

（ 2 ） 岡山市景観計画、 ま ち づく り 協定、 地区計画等によ り 整備さ れ、 周辺

景観に配慮さ れた住宅団地等

（ 3 ） 長年にわたり 適正な 維持管理によ り 景観形成に配慮さ れて いる 既存建

築物等

表彰の部門

（ 1 ） 周辺景観に配慮し た橋梁等土木構造物

（ 2 ） 周辺景観と 調和し た広場、 緑地等

（ 3 ） モ ニ ュ メ ン ト 、 ス ト リ ート フ ァ ニ チ ャ ー、 広告塔、 彫刻、 門、 塀、 生

け垣等ま ち かど のポイ ン ト と な る も の

■建築物部門

▼街並み部門

目的
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令和５ 年度 表彰作品集
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■ 選考を 終え て  ………………………………………………………………… １ ３
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北長瀬未来ふれあい総合公園みはら し プ ラ ザ……………………………… ５

岡山大学共育共創コ モ ン ズ（ O U X： オーク ス ） …………………………… ６

杜の街グレ ース ………………………………………………………………… ７

■ 令和５ 年度 表彰建築物等

■建築物部門
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建築物部門

　 総合公園内に建つ集会所・ 公園施設です。 公園と 一体と なっ た、 シン プルながら 開放的で魅力的なデザイ

ン が評価さ れまし た。 木材の使用、 曲線を 巧みに取り 入れた建物は周囲の景観に調和し 、 明る く 優し い印象

を 与えます。 人々が集まる 場所と し ても 優れており 、 公園の空間を 邪魔せず、 むし ろ 引き 立てています。 今

後も 公園を 楽し むための素晴ら し い拠点と なるこ と を 期待し ています。

所 在 地

建 築 主

設 計 者

施 工 者

完成年月

用  途

構  造

階  数

北区北長瀬表町二丁目

岡山市

株式会社黒川建築設計事務所

株式会社三幸工務店・

岸本建設株式会社　 特定建設工事共同企業体

令和３ 年９ 月

集会所・ 公園施設

鉄骨造

地上２ 階

北長瀬未来ふれあい総合公園みはら し プラ ザ
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建築物部門

　 大学構内に建つ地域の方々も 利用でき る 大学施設です。 地域産業である 木質材料の C LT を 活用し 、 持続

可能なデザイ ン を 実現し ています。 その外観は大学のシンボルと し ての役割を 果たし 、 近づく と 木の香り が

漂い、 来た人の記憶に残る 印象的な建物です。 持続可能性、 デザイ ン 、 地域への貢献など 、 多く の側面で評

価さ れまし た。 また、 数年たっ た後も 魅力的な存在であり 続ける こ と を 期待し ています。

所 在 地

建 築 主

設 計 者

施 工 者

完成年月

用  途

構  造

階  数

北区津島中三丁目

国立大学法人 岡山大学

清水建設一級建築士事務所（ 監修） 隈研吾

清水建設株式会社

令和５ 年１ 月

大学

木造（ CLT パネル工法）

地上２ 階

岡山大学共育共創コ モンズ（ O UX： オーク ス）
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建築物部門

　 市役所筋沿道に建つ大型複合施設です。 セッ ト バッ ク さ れた空間は開放感と 清潔感が溢れており 、スト リ ー

ト フ ァ ニチャ ーを 含む環境への工夫が感じ ら れます。 建物の重厚感と 植栽のバラ ン スは素晴ら し く 、 低木か

ら 高木への変化が美し い景観を 提供し ています。多様な要素が絶妙に組み合わさ り 、賑わいを 創出し ています。

環境への配慮、 美的要素、 機能性、 そし てコ ミ ュ ニティ への貢献と いっ た点で評価さ れまし た。

所 在 地

建 築 主

設 計 者

施 工 者

完成年月

用  途

構  造

階  数

北区下石井二丁目

両備ホールディ ングス株式会社

株式会社アーキスコ ープ

株式会社大林組　 広島支店

株式会社竹中工務店　 広島支店

株式会社北川鉄工所

令和４ 年２ 月頃

複合施設

鉄筋コ ンク リ ート 造 一部鉄骨造

地上３ ７ 階

杜の街グレース
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■景観まちづく り 賞 表彰銘板のデザイ ンについて

　 左に樹木、 中央にビ ル、 右に家のデザイ ン は「 景観まち づく り 賞」 から イ メ ージ

する 「 景観」・「 街並み」 を 誰にでも 分かり やすく 表し まし た。 建築物が適正な維持

管理によ り 景観になじ んでいく のと 同じ よ う に、 銘板も 手入れを する こ と で、 建物

になじ むのではないかと 、 緑青が生じ て風合いが増す真鍮と し まし た。

デザイ ン 制作 石井 孝信







岡山市景観まちづく り 賞

1 3

■選考を 終えて

　 岡山市景観まち づく り 賞は、 都市美造成構想に基づき 、 半世紀以上にわたり 、 美

し い建物と 景観づく り を 讃える 歴史ある賞と し て、 ５ ０ 回目の節目を 迎えまし た。

　 当初は建築物と 外部空間が街区の景観と 環境に調和する 建物を 表彰する 制度と し

て始まり まし たが、 その後も 名称変更や対象建物の拡大を 経て、 美し いまち づく り

の象徴と し て根付き 、 発展し てき まし た。 本年度で市内に３ １ ９ 件の建築物等が選

定さ れ、 こ れら の建物は地域の景観形成に大き な貢献を し 、 長い年月を かけた美し

いまち づく り に欠かせない要素と なっ ています。

　 本年は建築物部門に１ ０ 件の応募（ 街並み部門０ 件） があり 、 その中から ３ 件の

優れた建物を 現地審査等も 行い選定し まし た。 社会状況が急激に変化する 中、 応募

件数は減少し まし たが、 こ れら の建物は、 まち に新たな息吹を も たら し 、 まち の美

し さ の向上に貢献し ています。

　 美し い景観づく り は時間を かけた努力の積み重ねが不可欠です。 美し い建物は誇

り を も っ て住む場所を 創る 重要な要素であり 、 今後も 優れた建物が増え、 岡山市の

魅力的なまち づく り が広がる こ と を 期待し ています。

　 まち づく り において、 皆様方の創意工夫と ご理解ご協力は不可欠です。 来年度も

素晴ら し い建物の応募を 楽し みにし 、 岡山市の美し いまち づく り のために皆様のご

支援を 心よ り お願い申し 上げます。

岡山市景観審議会

会長  樋口輝久
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令和５ 年度 岡山市景観審議会 委員名簿

職　 　  名（ 所属） 分　 　  野 氏 　 　 名

岡山大学大学院 環境生命科学研究科 准教授 都 市 計 画 樋 口 輝 久

ノ ート ルダム清心女子大学 准教授 広 告 論・ メ デ ィ ア 論 葉 口 英 子

岡山理科大学工学部 准教授 都 市 計 画 八 百 板 季 穂

岡山大学大学院 社会文化科学研究科 准教授 芸 術 学 本 田 晃 子

川崎医療福祉大学  医療福祉マネジメ ン ト 学部 講師 グラ フ ィ ッ ク デザイ ン 岩 藤 百 香

岡山県立大学 デザイ ン 学部 准教授 建 築 計 画・ 建 築 設 計 畠　   和 宏

一般社団法人岡山県建築士会 女性部会 建 築 設 計 大 内 裕 子

公益社団法人日本技術士会 中国本部 岡山県支部 支部長 都 市 及 び 地 方 計 画 田 邉 信 男

岡山県屋外広告美術協同組合 理事 屋 外 広 告 丹 下 秀 樹

中国デザイ ン専門学校フ ァ ッ ショ ンデザイ ン 科 科長 フ ァ ッ ショ ン デザイ ン 長 舩 圭 二

岡山商工会議所女性会 理事 経 済 本 多 謹 子

N PO  法人 E N N O VA  O KAYA M A ま ち づ く り 岡 野 英 美



後楽園を入れて桃太郎大通り
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